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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

半
田
病
院
の
現
状

現
在
の
半
田
病
院
は
、現
在
地
へ
新
築
移

転
し
て
か
ら
約
35
年
が
経
過
し
、①
配
管
設

備
等
を
中
心
と
し
た
施
設
の
老
朽
化
、②

最
新
医
療
機
器
の
導
入
ス
ペ
ー
ス
不
足
、③

外
来
棟
や
手
術
室
、検
査
科
、放
射
線
科
な

ど
の
病
院
の
中
枢
的
な
機
能
が
あ
る
中
央

診
療
棟
の
耐
震
性
不
足
等
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

工
事
を
実
施
す
る
に
は
、長
期
間
に
わ
た

る
診
療
の
制
限
や
中
止
が
必
要
と
な
り
、患

者
さ
ん
の
命
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

建
設
後
40
年
が
経
過
す
る
平
成
34
年
を

越
え
て
病
院
建
設
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、医

療
ガ
ス
、ナ
ー
ス
コ
ー
ル
、電
気
設
備
、給
排

水
配
管
な
ど
の
大
規
模
改
修
に
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

経
営
へ
の
影
響

現
病
院
で
の
多
額
の
改
修
費
や
病
院
収

入
の
減
少
に
よ
る
赤
字
は
最
終
的
に
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
や
新
病
院
の
運
営
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

現
に
、経
営
難
な
ど
に
よ
り
、こ
の
10
年

間
に
約
2
0
0
も
の
公
立
病
院
が
姿
を
消

し
て
い
ま
す
。

早
期
整
備
の
必
要
性

新
病
院
建
設
が
遅
れ
た
場
合
の
最
大
の

リ
ス
ク
が
、大
地
震
に
よ
る
被
災
で
す
。半

田
病
院
と
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
熊
本
市

民
病
院
は
、昨
年
4
月
の
熊
本
地
震
に
よ

る
建
物
や
配
水
管
な
ど
の
損
傷
に
よ
り
診

療
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、入
院
患
者
全

員
が
院
外
に
避
難
し
ま
し
た
。そ
の
後
、病

院
閉
鎖
の
議
論
も
あ
る
中
、国
の
支
援
に
よ

り
早
期
に
新
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、現
在
は
多
額
の
人
件
費
を
負

担
し
つ
つ
、職
員
を
他
の
病
院
に
派
遣
し
て

い
ま
す
。南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、多

く
の
重
要
施
設
が
被
災
す
る
た
め
、国
の
支

援
で
半
田
病
院
を
優
先
し
て
再
建
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
、半
田
病
院
が
消
滅
す

る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
も
、新
病
院
の
早
期
整
備
が
必
要
で
す
。

病
院
の
消
滅
が
も
た
ら
す
事
態

も
し
、半
田
病
院
が
な
く
な
れ
ば
、半
田

市
民
の
方
も
、心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
と
い
っ

た
一
分
一
秒
を
争
う
病
気
で
も
遠
く
の
病
院

を
受
診
す
る
こ
と
と
な
り
、日
常
で
も
多
く

の
市
民
の
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
病
院
の
早
期
建
設
に
よ
り
、最
新
の

医
療
機
器
の
整
備
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
医
療
を
早
期
に
提
供
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、平
時
に
お
い
て
も
多
く
の

市
民
の
命
が
失
わ
れ
ず
に
済
み
ま
す
。

ま
た
、大
地
震
時
に
も
免
震
構
造
に
よ

り
病
院
機
能
が
維
持
で
き
る
た
め
、被
災
直

後
か
ら
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に

極
め
て
高
い
発
生
確
率
の
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
迫
る
中
で
、赤
レ
ン
ガ
東
土
地

の
検
討
な
ど
で
当
初
の
予
定
よ
り
新
病
院

建
設
が
遅
延
し
て
い
る
今
、最
悪
の
結
果
を

招
く
危
険
性
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、

一
刻
も
早
く
新
病
院
を
建
設
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

市
の
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
に

向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。新
た
な
公

共
交
通
体
系
は
、「
市
域
の
一
体
性
の
確
保
」、

「
中
心
拠
点
間（
知
多
半
田
駅⇔

J
R
半
田

駅⇔

市
役
所
・
半
田
病
院
）の
移
動
の
し
や

す
さ
」「
市
内
の
観
光
施
設
を
つ
な
ぐ
」「
市

外
主
要
駅
と
の
連
携
」を
重
点
に
創
っ
て
い

き
ま
す
。

そ
し
て
、平
成
30
年
10
月
か
ら
は
、基
幹

路
線
バ
ス
と
地
域
循
環
バ
ス
の
実
証
運
行

が
始
ま
り
ま
す
。

基
幹
路
線
バ
ス
は
、市
内
の
人
口
密
集
地

域
と
主
要
な
公
共
施
設
、鉄
道
駅
な
ど
を

つ
な
ぐ
路
線
で
す
。地
域
循
環
バ
ス
は
、現

行
の
路
線
バ
ス
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、そ
の

地
域
を
循
環
す
る
路
線
に
な
り
ま
す
。

な
お
、こ
の
路
線
か
ら
離
れ
た
地
域
に
つ

い
て
は
、地
域
の
み
な
さ
ん
が
主
役
と
な
り
、

話
し
合
い
、創
り
、守
り
、育
て
て
い
た
だ
く

地
区
路
線
バ
ス
に
な
り
ま
す
。地
区
路
線
バ

ス
の
運
行
に
は
、話
し
合
い
や
協
議
し
て
い

た
だ
く
場
と
な
り
ま
す（
仮
称
）市
民
協
議

会
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▲半田病院長 石田義博
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